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校長　柳　下　福　蔵
　平成１８年４月に技術室が発足し
て５年目を迎えようとしています。
発足以来、技術職員の皆様の教育研
究等の業務に対する変わらぬご支援
により、実験・実習・演習を重視す
る高専教育が順調に充実して実践さ
れておりますことに敬意を表したい
と思います。
　技術室長が平成２１年４月に、初

代・小林隆志教授（機械工学科）から西田友久教授（機械
工学科）に、技術長が秋元正樹技術職員から増田博代技術
職員に交代しましたが、技術室の運営は、各学科、教育・
研究施設を「縦糸」と表現すると、それらを結びつけて織
り上げている「横糸」の機能を十分に果たしていると言え
ます。技術室の皆さんの日々の努力が学校全体を有機的に
機能させています。
　平成２１年度は７月に学界・教育界・産業界・教育後援会・
同窓会の外部諮問委員により構成された本校の運営諮問会
議の諮問を受けて、高専機構の第二期中期目標・中期計画
に基づく本校の第二期中期計画・平成２１年度年度計画を
策定し、１０月には、日本技術者教育認定機構 (JABEE) の
継続認定審査を受診しました。
　いずれの会議・審査においても本校の教育・研究活動に
は概ね高い評価が示されました。特に、全学科の学生に対
する機械実習工場における実習教育、ＰＢＬ方式による実
験実習、地域社会に対する公開講座や出前授業の実施など
には高い評価が与えられていますが、これらは技術室のみ
なさんの支援なくしては成り立たないものばかりです。
　また、今年度は、文部科学省科学技術振興調整費・地域
再生人材創出拠点の形成に「富士山麓医用機器開発エンジ
ニア養成プログラム」が採択されました。静岡県が策定し
た医用機器産業の育成による県東部地域の再生計画に中小
企業の人材育成の面から５年間継続的に協力することにな
りますが、本事業の効果的な実施に当たっては、技術室の
皆さんのご理解とご支援が不可欠と考えられます。みなさ
んのご協力よろしくお願いいたします。
　少子化による１５歳人口の減少、小中学生の理工系離れ
の流れの中で、沼津高専は中学生から選択される魅力的な
学校へと進化していくことが求められています。一方で、
技術相談や共同研究などを通して地域や産業界との連携が
活発に進められ、地域に密着した開かれた高専という評価
が定着しつつあると思います。このような状況の中で、技
術室そして技術職員一人ひとりが果たす役割に対する期待
はますます高まってきています。設置者からは定員削減や
業務の効率化が求められており、将来的には厳しい面があ
ることは否めませんが、技術室のみなさんにおかれまして
は一層の技術力向上を目指して研鑽され、引き続き本校の

技術室報告第 3 号に寄せて 教育・研究の発展に貢献されますことを期待しています。
　最後に、関係の方々の沼津高専技術室への変わらぬご支
援とご協力をお願いして、技術室報告第３号のごあいさつ
といたします。

ご挨拶
技術室長　西　田 　友　久

　この度、技術室長を仰せつかった
機械工学科の西田です。
　本校に技術室が開設されて 4 年が
経過しようとしています。本組織は
学校長直属で技術室長、技術長、各
班（実習工場班、機械系班、電気・電子・
情報系班、物理・化学系班）の班長

および班員の計 16 名（含：再雇用職員 1 名）のスタッフ
で構成されています。技術室の主な仕事は①ものづくり教
育（学生の実験・実習・演習・卒業研究と各種コンテスト）
への支援、②地域連携や公開講座等による地域社会への支
援・貢献、③教育・研究に対するインフラ構築および学校
行事への支援の 3 つであり、そして、私の業務は「これ
らの仕事を円滑に行うことと、技術職員のよりよい職場環
境を作ること」と思っております。
　私は沼津高専の卒業生で、私が１年生であった三十数年
前、初めての機械実習に「鍛造による小刀の製作」があり
ました。誰もが汗だくになり、鋼の温度を色で見分けなが
ら瞬時に叩き続け、ようやく素材を小刀の形に変形させる
ことができて大いに感激したものでした。ところがその後
で、技官（現：技術職員）さんが顔色も変えずにハンマー
をリズミカルに操作して、我々の 4 分の 1 程度の短時間
で作り、我々とは比較にならないほどの切れ味の鋭い製品
を目の当たりにして、熟練された方々の “技” に感動した
ことを今でも明確に覚えております。まさしく “鉄は熱い
うちに打て” のことわざを体得し、技術職員は学生のモチ
ベーションを向上させるために重要な役割を果たしている
ことを実感しました。
　今年度の技術室の大きな行事として、平成 21 年度東海
北陸地区技術職員研修が本校主催で開催され、９つの高専
から 16 名の技術職員の参加を戴きました。本校校長の特
別講義を皮切りに 1 時間半に渡る討論会や、本校 1 期卒
業生（車関連会社社長）による『現場力を高める』という
題名の講演、本校教員による実習と講義、医療関連企業へ
の工場見学等々、3 日間の研修に励んで戴きました。研修
終了後のアンケートによると「他高専の現状や問題点およ
び解決策等の情報交換ができ、とても良かった」「高専で
経験したことが直接現場で役立っていることがわかった」
「現場の大切さを理解できた」などの意見があり、本研修
会は有意義であったことが窺えます。さらに、昨年 12 月
には「第 4 回静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専」
および「第２回高専における設計教育高度化のための産学

連携ワークショップ」における支援も続けて行い、高い評
価を戴きました。今後も講習会や研修会の開催および積極
的な参加の機会を増やして他機関との情報交換を密にでき
ることを望んでいます。
報告書は隔年の発刊で、2 年間に渡る支援業務や活動の報
告、科学研究費等による研究成果、各種研修会への参加状
況等を広報担当者が中心となってまとめました。
この 2 年間で技術室長および技術長が交代し、さらに昨
年度にはベテランの村越文夫氏（勤務年数 42 年）、河野
厚志氏（勤務年数 23 年）が退職され、また、今年度末に
は雨宮博氏（勤務年数 40 年）が退職されます。一方、永
山洋一氏と桶田真司氏の企業経験者 2 名の新人職員が着
任され、今年度から新たな体制で運営しております。近年
では運営費交付金および定員の削減やベテラン職員の定年
退職等により厳しい状況ではありますが、柳下校長をはじ
め、奥野事務部長、技術室運営委員会委員、教職員の皆様
にご支援・ご協力を戴き、円滑に運営されておりますこと
を深く感謝致します。
また、これからは地域連携の仕事等も増えることを勘案す
ると、技術職員も幅広い知識を持って技術・技能に関する
専門性を高めることが要求されるでしょう。グローバルな
視点でデフレの現状を考えるとき「唯、一つの分野でもよ
い。世界の誰もが追従できないナンバーワンの技術開発国
日本を取り戻したい」という佐藤隆三氏（ニューヨーク大
名誉教授）の願いが、私ども技術の一端を担う組織の一員
にもひしひしと伝わってきます。今後も技術室として自己
研鑽を続けて参りたいと思いますのでご支援の程、宜しく
お願い申し上げます。

編集後記

　Vol.3 より技術室報告集は隔年の発刊となりました。これは決して技術室の活動が減り、報告することが減少
したからではございません。逆にこの 2年の間には、県東部テクノフォーラムや産学連携ワークショップ等イ
ベントの支援や年々増加する学科及び事務部からの支援申請に数限りあるスタッフで如何に対応するか苦心す
る毎日でした。そのような状況もあり、多大な労力を要する報告集の刊行を隔年にさせていただいた次第です。
　その分、この報告集には我々技術室の2年分の成果がぎっしり詰まっております。また、表紙デザインから編集、
製本まですべて技術職員の手作り、我々の” 技術” が詰まった１冊となっております。是非、ご高覧いただけれ
ば幸いです。
　最後に、技術室報告集Vol.3 の発刊にあたり、様々な面でご尽力いただきました関係各位に厚くお礼申し上げ
ます。

【編集担当：青田　広史】

各 担 当 係 か ら

会計担当
物理・化学系班　鈴木　猛
　技術室の会計は昨年度までは担当者が購入希望の受付、発注、納品確認及び予算管理をすべて行っていた
が、今年度より自己研鑽費の発注業務を班単位とし、担当者は各班長からの報告を受け予算管理を行うこと
とした。これにより担当者の負担軽減と発注業務の円滑化が図られ業務効率が向上したと感じている。
　来年度は、技術室主催の公開講座への支出を充実させていきたいと考えている。また、出張費に関しては、
技術職員のスキルアップのために一年を通して計画的な執行ができるよう努力していきたい。

広報担当　
電気・電子・情報系班　青田　広史
　広報担当は、技術室 Web ページの管理、報告集の編集、公開講座・内部講習会の企画、準備、運営等を担
当しています。技術室は学校の“縁の下の力持ち”的存在でなかなかその活動が表に現れてこない部分もあ
りますが、そこに光を当てて、技術室活動を学校内外にアピールしていけたらと考えています。
　技術室 Web 管理担当：中川・原田
　公開講座担当：原田・青田
　内部講習担当：内野・桶田
　報告集担当：全員

総務担当
物理化学系班  雨宮　博
　今年からスタートした総務についてどのような事をやっているか少し述べます。 主な仕事は技術室会議の始まる前
にノートパソコンとプロジェクターを用意して技術室の Web を立ち上げておきます。 会議の終わった後は、 議事録を
作成します。 また、 総務委員会の議事録をＰＤＦ ファイルに変換したり、 技術室に備品、 消耗品が必要なときは会
計に注文をします。 以上を舩本、 中村、 永山、 雨宮で行いました。



3

技術長　増　田　博　代
　沼津高専技術室が発足して 5 年目を

迎えようという節目に、技術室報告第

3 巻を皆様にお届けできますことに深

い感慨を覚えております。技術室が発

足した平成 18 年に創刊号、翌年に第

2 号を刊行する際、若い人たちの間で

沼津高専らしさを盛り込んだ報告集を

作っていきたいという思いが語られました。沼津高専らし

さとは中身ばかりでなく表紙やイラストなど全て技術職員

の手作りによる編集であること、出来るだけ無駄を省き、

冊子は薄くただし中身は濃く 2 年間の技術室の活動を

ギュッとしぼった内容で、との方針から発行は隔年とし印

刷まで全て自分たちの手で行うことになりました。沼津高

技術室報告第 3 巻発行にあたって

連携ワークショップ」における支援も続けて行い、高い評

価を戴きました。今後も講習会や研修会の開催および積極

的な参加の機会を増やして他機関との情報交換を密にでき

ることを望んでいます。

　報告書は隔年の発刊で、2 年間に渡る支援業務や活動の

報告、科学研究費等による研究成果、各種研修会への参加

状況等を広報担当者が中心となってまとめました。

　この 2 年間で技術室長および技術長が交代し、さらに

昨年度にはベテランの村越文夫氏（勤務年数 42 年）、河

野厚志氏（勤務年数 23 年）が退職され、また、今年度末

には雨宮博氏（勤務年数 40 年）が退職されます。一方、

永山洋一氏と桶田真司氏の企業経験者 2 名の新人職員が

着任され、今年度から新たな体制で運営しております。近

年では運営費交付金および定員の削減やベテラン職員の定

年退職等により厳しい状況ではありますが、柳下校長をは

じめ、奥野事務部長、技術室運営委員会委員、教職員の皆

様にご支援・ご協力を戴き、円滑に運営されておりますこ

とを深く感謝致します。

　また、これからは地域連携の仕事等も増えることを勘案

すると、技術職員も幅広い知識を持って技術・技能に関す

る専門性を高めることが要求されるでしょう。グローバル

な視点でデフレの現状を考えるとき「唯、一つの分野でも

よい。世界の誰もが追従できないナンバーワンの技術開発

国日本を取り戻したい」という佐藤隆三氏（ニューヨーク

大名誉教授）の願いが、私ども技術の一端を担う組織の一

員にもひしひしと伝わってきます。今後も技術室として自

己研鑽を続けて参りたいと思いますのでご支援の程、宜し

くお願い申し上げます。

専技術室のカラーとして生き生きとした成長の色、みどり

色が毎号の表紙を飾っています。

　この 2 年の間には初代の技術室長と 2 名の技術長の交

代があり、平成 21 年 4 月には西田技術室長と私とが同時

に就任いたしました。20 年度には本校において東海北陸

地区技術長連絡会議開催、21 年度には東海北陸地区技術

職員研修開催という二つの主管を無事に実施致しました。

本校を取り巻く環境も年々変化し高等教育機関としての高

専の位置付けを確固とすべく教育のみならずさまざまな事

業が実施・展開されておりますが、技術室からも地域再生

人材育成事業や静岡県東部テクノフォーラム、産学連携

ワークショップ等にも支援を行い、技術の面で大きく寄与

を果たしている自負があります。こうした技術室のエネル

ギーを生み出すために、技術職員個々のまた相互のたゆま

ぬ技術研鑽はいうまでもありませんが、今後とも教員・事

務部とのつよい連携を保ち、技術室のより良い在り方を皆

で模索して行ければと考えています。

　サラリーマン世代の心の病が急増している現代におい

て、誰もが真に健康な職業生活を送ることは容易ではない

と憂えておりますが、定員削減に伴う業務量の拡大等、技

術職員の環境も大変厳しいのは事実です。そうした中で私

の役割といえるひとつに、技術室のメンバーを微力ながら

さまざまなストレスから守り支えることがあるのでは、と

昨今思うようになりました。時には女性の技術長のせいか

先走ったりし、周囲の皆様にはご迷惑をおかけするばかり

ですが、我侭を言い無理を聞いていただき、むしろ楽しく

１年間を務めさせて頂いて大変有難く思っています。そん

な時、自分はひとりで仕事をしているのではないといつも

感じます。必ず周りの誰かと関わり、話し合い、助け、助

けられたときに生まれる満足感や達成感はかけがえがない

ものと実感しています。技術室のメンバーそれぞれが自由

に個性を伸ばし十二分に能力を発揮し、高専のために学生

のためにそして自分自身のために素晴らしい明日への予感

を持てることが、この報告集のコンセプトである「みんな

の手で造る」技術室の未来に繋がるのではないでしょうか。

　最後になりましたが、沼津高専技術室に関与されるすべ

ての皆様からの温かいご意見を心よりお待ちしておりま

す。そして今後とも変らぬご支援ご協力をどうぞよろしく

お願いいたします。
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平成 20 年度　支援一覧
教育支援

卒業研究

実習工場 5

Ｄ２プログラミング入門（後期）

1機械設計製図Ⅲ

実習工場 5

ＵＮＩＸ入門（前期）

1

機械工作実習Ⅰ

電子機械基礎実習（後期） 1

機械工作実習Ⅱ

機械工作実習Ⅲ

6 第一学年M・E・D・S・C情報処理基礎 1

機械工学概論(Ｅ・Ｃ科)

6

物質工学入門

物理・化学系

16

分析化学実験

物理・化学系

2

電子制御工学実験Ⅱ 8

無機化学実験

物理・化学系

1

工作実習(Ｓ)

6

微生物学実験

物理・化学系

1

機械工学実験Ⅰ 3

有機化学実験

物理・化学系

1

機械工学実験Ⅱ

機械系

生化学実験

物理・化学系

1

メカトロニクス演習Ⅰ

機械系 1

物理化学実験

物理・化学系

1

メカトロニクス演習Ⅱ

機械系

1

材料化学実験Ⅰ

物理・化学系

1

メカトロニクス演習Ⅲ

機械系 1

生物工学実験Ⅰ

物理・化学系

1

材料化学実験Ⅱ

物理・化学系

1

創造設計

機械系 1

生物工学実験Ⅱ

物理・化学系

1

機械系 1

化学工学実験

物理・化学系

2

専攻科実験 機械系 1

化学実験Ⅰ（１年）

物理・化学系 1

E1電気電子工学実験 2

化学実験Ⅱ（Ｃ）

物理・化学系

1E2電気電子工学実験 3

化学実験Ⅱ（Ｍ，Ｅ，Ｄ，Ｓ）

物理・化学系

1E3電気電子工学実験 2

化学実験Ⅲ（Ｃ）

物理・化学系

1E4電気電子工学実験 2 2年物理実験 物理・化学系

1

2

4年応用物理実験

物理・化学系

1

E5電気電子工学実験 2

1年物理実験

物理・化学系

1

電子制御工学実験Ⅰ 2

Ｄ４学生実験（光の速度測定）

物理・化学系

1電子制御工学実験Ⅲ

実習工場･機械系

実習工場･機械系

実習工場･機械系

実習工場･機械系

工場･機械・電子系

実習工場･機械系

実習工場･機械系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

公開講座

技術室 15

3

出前授業

技術室 鉛フリーハンダごてセットの管理

電子制御工学科情報処理演習室の管理

15

2

5

5

MM教室管理補助

1

ロボコン、高専祭等における学生の課外活動援助

5

図書館IT関係業務

1

5

教育用電子計算機システム管理

2

工作室で使用する工具や工作機械の講習

実習工場 5

1

実習工場 2

専情委事務局業務

1

13

機械工学科E-learning教育の支援（TOEIC関係）

機械系 1

専攻科実験（ソフトの保守管理） 1

物理・化学系 11

物理・化学系

e-Learningシステム管理 2

2

公開講座･出前授業用工具セットのメンテナンス及び管理

機械工学科e-Learning教育の支援(実習工場教育関係)

中小企業人材育成事業「金型の高能率･高精度加工実習」

中小企業人材育成事業「CAD/CAM技術の基礎と応用ｺｰｽ」 実習工場･機械系

機械工学科の情報処理に関する管理・保守

機械系

機械系/電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

シンクライアントシステム整備

制御情報工学科内のネットワーク管理及びホームページの管理

技術支援

実習工場依頼加工件数　50 件

4 21

Ｄ３Ｃ言語基礎演習（前期）

1

6

2

技術室

ハードディスクの粉砕

15

実習工場

実習工場

機械実習工場の管理・運営・保守

実習工場

実習工場

動物実験委員会委員

実験器具の準備、操作、試薬作成等技術的支援

校内LAN管理

事務権ネットワークシステムの管理

英語自主学習Web教材のためのMoodleサーバの新規導入

電気･電子･情報系

各学科共通支援業務

機械系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

1

3

2

留学生及び編入生の夏季補講

卒業研究（Ｍ）

工学実験（Ｓ）

工学実験（Ｄ）

実習工場

実習工場 2

5

2

1

制御情報工学プログラミング演習

ＳＣＳ先端技術特論ほか 5

電気･電子･情報系

物理・化学系

技術室 15

Solid　Works による
二軸歯車減速機モデリング

設 備 更 新 報 告

実習工場設備更新及び新規導入
　設備更新の予算により、円筒研削盤・油圧プレス・シャーリングマ
シン・ワイヤーカット放電加工機が更新され、老朽化が著しかった機
械は２年前の更新を含めると大部分が新しくなりました。また先端設
備としてレーザー加工機が導入されました。今後これらの機械は、さ
まざまな加工および実習教育に利用されます。

総合情報センター設備更新

平成 22 年 3 月に教育用電子計算機システムの更新が行われました。従来、総合情報センター演習室の PC のみが更新の
範囲でしたが、今回のシステムより、制御情報工学科演習室及び電子制御工学科演習室も範囲に含め、計 163 台の PC の
更新が行われました。
搭載される OS は Windows7 と Ubuntu の Dual Boot で、Windows が Clonzilla というフリーのツールによる管理、Ubuntu
が OS イメージを一元管理したネットブート方式による管理と導入及び管理コストをおさえたシステムとなっています。

更新内容
円筒研削盤
油圧プレス
油圧ギャップシャー
ワイヤーカット放電加工機

新規設備
レーザー加工機

OGM250UDXB（岡本）
C形プレス 100ｋN（幸伸技研）
HSS1245（東洋工機）
AG400L-E（ソディック）

Quattro（AMADA）

第一演習室 第二演習室

油圧プレス ワイヤカット放電加工機

円筒研削盤

レーザー加工機

油圧ギャップシャー

支援人数

（人）
支 援 内  容 支 援  班

支 援 内 容 支 援 班
支援人数

（人）
支 援 内 容 支 援 班

支援人数

（人）

支援人数

（人）
支 援 内  容 支 援  班





nakagawa
テキストボックス
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/katudou2008.html

nakagawa
テキストボックス
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/katudou2009.html

http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/katudou2008.html
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/katudou2009.html


科研費

校長リーダーシップ経費（研究活動活性化経費）

中小企業人材育成事業 伊東市 IT 系技術相談事業

取得資格一覧（2010 年 2 月）

科研費申請及び採択課題・研究一覧

年　度

平成 15年度

平成 16年度

平成 17年度
平成 18年度

平成 19年度
平成 20年度

平成 21年度

平成 22年度

申請件数

2 件

3件

8件
6件

6件
8件

5件

5件

採択課題

学生実験の一環としての電磁波の空間・時間分布測定による環境
への影響の研究（増田）
ラジコン用エンジンを用いたコンパクト動作エンジン模型の制作
（佐藤）
高専物理実験並びに地域共同事業参加の一環としての、種々の環
境電磁波の研究（増田）

鍛造加工用解析ソフトを活用した金型設計能力の向上（村越）
小中学生のための教材用発電システムの製作（秋元）
小中学生のための教材用発電システムの製作Ⅱ（秋元）
鍛造加工用解析ソフトを活用した金型設計の応用（村越）
科学への興味を喚起し環境への意識を高める身の周りの低周波音
の研究（増田）
簡易測定器製作により科学への興味を喚起し環境への意識を高め
る低周波音の研究（増田）

採択金額

240,000 円

510,000 円

690,000 円

620,000 円
550,000 円
640,000 円
460,000 円
510,000 円

510,000 円

年　度　    申請件数　採択件数　　　　　　　　　採　　択　　課　　題　　　　　　　　　  　採択金額

平成 18年度
平成 19年度

3 件　 　  1 件
1 件　　　0 件

安全教育アニメーションの研究作成（中川） 242,000 円
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採択件数

1 件

2件

0件
2件

1件
2件

1件

未定

産  学  官  交  流

年　度

平成 20年度

内　容

金型の高能率・高精度加工実習
CAD/CAM技術の基礎と応用コース

年　度

平成 21年度

内　容

Webページ作成技術の習得
商品管理システムの開発

件数

4
1

取　　得　　資　　格
特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者
有機溶剤作業主任者
３級機械加工（普通旋盤作業）技能士
３級機械加工（マシニングセンタ作業）技能士
CAD利用技術者２級
プレス機械作業主任者
動力プレスの金型等取り扱い業務特別教育修了
特定粉じん作業に係る業務　特別教育修了
研削砥石取替等特別教育修了
ガス溶接技能講習修了
ガス溶接作業主任者
アーク溶接特別教育修了

取　　得　　資　　格
危険物取扱者乙種第 4類
危険物取扱者丙種
玉掛け技能講習修了
自動車整備士２級 ( ガソリン、ディーゼル）
２種情報処理技術者
基本情報技術者
パソコン能力検定３級
初級システムアドミニストレータ
教育 IT 活用能力試験２級
ソフトウェア開発技術者
図書館司書

人数（人）
1
2
1
1
1
1
3
4
6
4
1
3

人数（人）
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

技術室内部講習

　　　　　Visual BASIC の簡単な使い方
平成２０年 9 月 25 日

総合情報センター第 2 演習室
講師：青田広史、内野拓

参加者：１０名

　電気電子工学科 2 年生の学生実験で実施する内容をもとに、内部講習会を実施しました。講習会では、

Visual BASIC（VB）の基本的な使い方とプログラミングの触りの部分しか紹介できませんでしたが、VB は

敷居が低く、日常の業務にも生かすことができる可能性については感じていただけました。

　内容：Visual BASIC で何が出来るのか？

　　　　アプリケーション作成の流れ

　　　　サンプル「メッセージを表示する」「Sin(x) の値を計算する」「Sin カーブを描く」

技術室内部講習

　　　　　Solid Works による 3D-CAD 入門
平成２１年７月 2９日

制御情報工学実験棟２F 演習室
講師　機械工学科　永禮哲生助教

参加者 12 名

　今回の講習は、後日実施される東海北陸地区技術職員研修の模擬講習を兼ねて実施された。短い時間で

受けるには難しい内容であるが Solid Works を使用すれば短時間でそれなりのものが設計できるなどの

意見が参加者から得られた。また、シミュレーション機能をうまく使えば学生実験に有効的に活用できる。

　内容：CAD システムについての概略

　　　　設計製造支援技術

　　　　３D-CAD の特徴

　実習：チュートリアルを使用した３D-CAD 演習
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自転車をこいで発電しよう
2008年8月8日（金）　場所：電子制御工学科棟3F実験室

　毎日の生活の中で多くの電気を使っていますが、電
気を発生させる発電の仕組みを磁石とコイルを使っ
た模型で学習し、さらに、身近な模型用モータや自転
車を使った発電システムで家庭用電気製品を動作さ
せます。電球やテレビを使うのにどのくらいのパワー
が必要なのか体力を使って体感し、省エネの大切さを
考えます。また、太陽電池からのエネルギーで水を電
気分解し、得られた水素と酸素からまた電気を発生さ
せる燃料電池についても触れてもらいます。
　最後にフェライト磁石とエナメル線を使って簡単
なモータを作ります。

技術室主催【科研費採択テーマ（秋元）】

【光通信に挑戦！】
2008年7月27日(日)　物理実験室(担当：教養科物理)

　最近の工業社会において欠かせない技術の一つ
である光通信の仕組みについて、9名の中学生の皆
さんに簡単なはんだ付け作業により回路を作成し、
楽しみながら理解してもらう講座を実施しました。
最初に糸電話の糸を光に置き換えた装置により仕
組みを理解したあと、各自で光通信の発信・受信回
路を製作した後、自作の回路を用いてラジカセなど
のミニプラグからの入出力により光通信実験を行
いました。はんだ付けが初めての経験となる参加者
も自作の装置で見事に音楽を鳴らすことが出来て
嬉しそうでした。終了後は、製作した回路を持ち
帰って家庭で実験したり、夏休みの自由研究課題の
テーマにするなど発展的な講座となりました。(図
1，2は当日配布したパンフレットの工作図)

技術室支援

88

図１受信回路

図２発信回路

研究・発表紹介
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平成21年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田　龍一

「スパムメール対策の現状分析と今後の取り組み」

西日本地域高等専門学校技術職員特別研修会

　近年急増しているスパムメール対策として、本校ではスパムメールフィルタの専用サーバである Barracuda 

Network 社の Barracuda Spam Firewall 300 を導入し、2007 年 4 月からその運用を開始している。2009 年 7

月までのスパムフィルタリング処理の実績は表 1の通りである。

　9 割以上のメールがスパム対策サーバによって拒否されており、外部から送信されてきたメールのうち通常

のメールは 4% にも満たない。次に、1時間毎のメール統計は図 1の通りである。

　早朝夜間問わず平均 1800 件のメールを処理している。これは、スパムメールが国内だけではなく海外から

も相当数送られてくるためである。このスパム対策サーバの導入に 86 万円、年間維持費が約 25 万円かかって

いる。スパム対策をフリーソフトで行なえれば維持費を節約できるが、十分な効果が得られるかどうか等につ

いては今後検討していく必要がある。

総受信件数

拒否

許可

25,201,398

24,335,044

866,354

96.56%

3.44%

表１　メール統計

図 1　１時間毎のメール統計（赤：スパム）
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青少年のための科学の祭典 2008 静岡大会
2008年8月16日(土)　静岡科学館る・く・る

　「手作り分光器で虹を見よう」と題して平成18年
度より3回目となる当祭典への出展を紹介します。
対象は小学生以上で、紙筒と回折格子シートを用い
て簡単な工作を行うものです（図１)。　　　　　　
　黒紙に開けた穴に回折格子を貼って紙筒の一端に
巻き、もう片方に貼った黒紙には光入射孔を開けま
す。このとき、星型や多数の小孔、文字など思い思い
のデザインの穴を開けると、さまざまな形の虹が現
れて楽しめます。作成した分光器で蛍光灯・白熱電灯
などの光源を覗いてみると、虹に分解した光の帯が
多数現れて、万華鏡のようにみえます。一日の出展で
親子連れなど約150名の参加者が熱心に工作し、出
来上がった分光器を目に当てて美しい虹に歓声を上
げていました（図2）。　　　　　　　　　　　　　

技術室支援
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図Ⅰ　製作した簡易分光器

図2　製作風景

11

野菜やくだもので電気をおこしてみよう
2009年8月3日（月）　場所：電子制御工学科棟E4教室

　本講座では、地域の子供たちを対象に身近な野菜や
果物を使って発光ダイオードを光らせる、電子メロ
ディーを鳴らせるなどして、なぜ電源がなくても電気
がおきるのか体験してもらいます。子供たちの理科離
れやものづくり体験の不足が取り沙汰される昨今で
あるが、参加した小学生には科学（電気）に対する興
味・関心を深めてもらうことを目的としました。　　

技術室主催

平成20年度  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田　博代

「科学への興味を喚起し環境への意識を高める身の周りの低周波音の研究」

課題番号　20914009

平成21年度

「簡易測定器製作により科学への興味を喚起し環境への意識を高める低周波音の研究」

課題番号　21914009

　本校物理実験室では数年前より教員と筆者とで，実験を通して物理を楽しく学びながら自由な発想や創造性を

養うことを目的としたPBL方式の［物理自由実験］を開講している。その一テーマとして20年度に「低周波音の測

定」を開設し，21年度にも同テーマで科研費採択による研究を継続したので合わせて報告する。　　　

　実験，特に学生自身が考えた方法による実験を行うことで当該学年の学習分野である音波について学習内容

の定着を図り，加えて発生源が特定されにくいため「聴こえぬ公害」といわれる低周波音の存在を知り，高校生の

観点から環境問題への一考を促す実験内容となっている。授業ではまず，人の可聴音の下限とされる25Hz前後

の低周波音波について学内の身近な環境下での測定と解析を行った。20年度の研究方法および研究成果を以

下に記す。

　・３名1組の実験班を組み教科書を主体に周波数の違いによる音波の性質について学習し，知識を深めた上

で，学内で低周波音が発生しやすい地点を推定し，騒音計を用いて測定した。

　・室内で発信器から発生させた音波を耳に聴こえるレベルまで音圧を上げ身体的影響を調査した。また屋内廊

下での発信器からの音波や，野外の国道陸橋下での環境中の低周波音の，距離による減衰率を調べた。

　・手作り簡易測定器として木枠に障子紙を貼り低周波音の発生により膜面が振動する様子を観察した（学生命

名：低周波音キャッチャー）。この観察は「聞こえない音を可視化する」試みとして21年度に継続した。

研究成果

●実習工場で稼働中の油圧プレス機から25～50Hzの低周波音が発生する。周波数の高い音波より減衰率は小

さい。

●屋内廊下での実験や，野外の国道陸橋下での測定では，距離による減衰率は周波数に依存しない。低周波

音の減衰のしかたは暗騒音等，他に同時に発生する様々な音波の発生状況により変化する。

●室内での実験では40～50Hz以下で実験者全員が身体を揺さぶる感覚，不快感，頭痛などを覚えた。

●環境公害調査では個人の聴覚，感性により健康被害を訴える例があることを知った。

　21年度は，聴こえぬ音を可視化する試みに着眼し，手作り測定器の製作・改良を行った。ものづくり体験にもつ

ながる作業に学生たちは放課後も生き生きと取り組んだ。紙は湿度による影響や風による圧力変動があるなど不

確定な要素が多いことから，素材をプラスティックやアクリル板などに変えた。また定量的な結果を得るために，

ひずみゲージ(ゲージ長3mm）を用いて膜面の振動を電圧に変換しその振幅を測定した。出来るだけ身近な材

料を使用するという観点から，高専実験室内で日常的に使用するひずみゲージを用いた。一例として木枠Ａ（ア

クリル膜83cm×83cm）では40Hzのはっきりした共振点を確認した。

この時の振幅は24mV(P .P )，入力音圧レベルは108 .3dbであった。

また膜の面積が倍になれば固有振動数が低くなると仮定して，面積

を倍にした枠Ｂでは共振周波数は58Hz (P . P )となった。一連の実験

結果から，膜のサイズの変化が単純に振動数の変化に対応しないこ

と や ， 1 枚 の 木 枠 で は 決 ま っ た 共 振 点 し か 得 ら れ ず 汎 用 性 が な い こ

と，実験室の環境下では厳密な同条件のもとでの実験結果を得られ

ず，特にアクリル等の薄い面に適応するひずみゲージは僅かな条件

の差で波形が乱れ易いなどの問題点が出現した。そこで振動をより

強くキャッチしようという試みで学生たちとアルミ板キャッチャーを考

案した。これはアルミ板（30cm×40cm）を吊るした細いアルミ棒を音

源の近くで持ち，手に最もよく振動が伝わる地点で振幅を測定するも

のである。測定結果として、このアルミ板では35Hz , 5 0Hz ,  9 6Hzで

共振点が観測された（図１）。

　今後の展望として，学生考案の手軽で屋外でも測定可能な低周波キャッチャーを活用し，条件の異なる環境で

の発展的な実験を行い，実験のおもしろさにより音波の測定法から共振，回折といった物理現象への理解を深め

させていきたい。
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図１　アルミ板の共振点
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平成２０年度東海･北陸地区国立高等専門学校技術職員技術長連絡会議

開催報告　　　　

増田　博代（H20　村越技術長　代理）

　平成20年8月25日・26日の両日、平成19年の石川

高専主管による第1回に次ぎ、沼津高専において9高

専10名の技術長・技術専門員の参加により開催した

第2回技術長連絡会議について報告する。　　　　

　一日目は13：30より本校柳下校長挨拶に始まり、

小林技術室長講演のあと、14：30から協議を行った。

各高専からの事前の提案に基づいた7件の協議題に

ついて二日間にわたり活発な意見交換が行われた。

技術職員の定員削減による業務の見直しや、組織化

に伴う執務室の運営方法、教育支援・技術支援のほ

かに公開講座・地域貢献・共同研究等新たに拡大す

る業務量について各高専の状況と今後の展望が討議

された。また技術長業務として勤務評定への関与や

職員の新規採用についての事例検

討など、技術長としての日ごろの

苦労を彷彿とさせる議題について

も討議・報告が行われた。　　　　

　一日目の夕刻からの懇親会では

柳下校長、小林技術室長、内山事務

部長、布施総務課長、本校技術職員

の面々の参加も得て、懇談が行わ

れた。東海北陸地区の技術長が一

堂に座す機会を得て、高専の技

術職員が各校でそれぞれに抱

える問題や現状、将来への希望

が和やかな雰囲気のうちに時

を忘れて語られ、大変有意義な

会となった。　　　　　　　　

　二日目の会議最終には本会議の運営方法、議題の取

りまとめ方法などについて前向きな意見が交わされ

た。また事前に回答を寄せられた8件の承合事項の確

認と各校の実情について意見交換を行って協議終了

となった。終了後には次期幹事校である福井高専の三

好技術長よりご挨拶を頂いた。　　　　　　　　　　

　会議終了後には、見学を希望された技術長の皆さん

を沼津高専内の各施設（実習工場・技術室・総合情報

センター・物理実験室・電気電子工学科実験室など）

へ案内し、各技術長が日頃携わっておられる業務につ

いての質問や学生への対応法など現場での話し合い

が持たれたことも有意義な一面であったと思われる。

初日は台風一過によるＪＲの遅延発生にもかかわら

ず遠路よりご参加頂いた技術長諸氏にはこの場をお

借りし御礼を申し上げます。

平成２１年度東海･北陸地区国立高等専門学校技術職員研修（本校主管）
参加報告

実習工場班　舩本和重
平成２１年８月５日～８月７日にかけて本校主

管による「東海北陸地区技術職員研修」を受講した
ので報告する。

３日間の研修内容は、日程表のとおりである。初
日は開講式、校長の特別講義に始まり、テーマに
沿った討議があり、懇親会には受講者１６名全員の
ほか本校技術職員も全員参加して交流が行われた。
２日目・３日目は、多分野にわたる講義、実習、企業

社長の現場に即した貴重な
お話もあって充実した研修
となった。

所感として、３班に分か
れての討議では「技術職員

が抱えている問題、その改

善への提案」のテーマにお

いて大変活発な意見が交わされ
たことは、それぞれの高専の技術
職員が抱える問題の共通点が多
いことを認識し、非常に関心が高
いと感じた。本校においても今現
在起きている、または近い将来起
こりうる問題もあり真摯に取り
組むことが出来た。また、「安全管
理の基本的考え方と手法について」、「発達障害の特
性を有する学生への対応と自己分析」の講義では、こ
れからの現場における対応を考えさせられる内容で
大変参考になった。討議内容をまとめ発表する機会を
いただくなど普段の職務にはない緊張感もあり、全て
の講義の内容を十分に吸収出来たとは言い切れない
が、今後の職務に生かせる実践的な内容ばかりで、大
変有意義な３日間を過ごすことが出来た。
　　　

8/5

(水)

8/6

（木）

8/7

（金）

講義１

「現場力を高める」

実習２

「So l i d  Worksを

用いた3D-CAD」

昼

食

昼

食

受

付

特別講義

「沼津高専における私の

教育と研究、そしてこれか

らの高専教育」

講義２

「安全管理の基本的考

え方と手法について」

講義４

「キャリアアップのため
の”技術士”資格取得
のすすめ」

校外研修

1.企業見学　（株）三島オリンパス

2.自然観察　柿田川湧水群

　　　　　　講義５

「発達障害の特性を有する

学生への対応と自己分析」

懇親会

開

講

式
討議

実習１

「簡易霧箱製作と環

境放射線の観察」

講義３

「知っておきたいセ

キュリティの常識」

総括

閉校式

日 程 表

柿 田 川 湧 水 群 に て

製 作 し た 霧 箱

平成20年度  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村越　文夫

「鍛造加工用解析ソフトを活用した金型設計の応用」

課題番号　20909023
背景
　本研究に先立ち、平成１８年度の奨励研究について簡単に実施内容を紹介する。

　塑性加工は大量生産に優れているが、使用する金型工具は高価である。それゆえ、実生産加工現

場では金型設計にパソコン用シミュレーションソフトを導入してコストの削減や納期短縮に努めてい

る。ソフトの上手な使用法を会得し、その解析結果を実験で検証していくことは経験の少ない技術者

や学生の金型設計能力の向上に有効と思われる。　　　　　　　　　　

　上記の目的を遂行するために、解析ソフトの事例にあわせたサイズで前方押出し、後方押出し、前

後方押出し加工の実験装置を製作し、本校専攻科の塑性加工実験にも使用してみた。解析と実験

を同時に実施することで学生には好評であったが、装置が小さいための限界も見られた。そこで、製

品形状寸法が2倍程度で、製品加工度の異なる製品を加工できる装置を再度設計しなおした。しか

しながら、サイズが大きくなった分、金型の製作コストは高くなる。それゆえ、実験装置本体のダイと

各加工法による加工力の影響に使用するパンチに絞り金型製作し実験を行った。長いパンチ行程の

効果は大きく、文献に見られる事例に近いデータを得ることができた。　　　　　　　　　　　　　

　本研究はこれを継続・発展させたものである。

研究目的
１．塑性加工でよく行われている押し出し加工において、

　①前方押出し　②後方押出し　③前後方押出し　

これらの原理や特性について、鍛造解析ソフトの結果と実験結果と比較検討する。また。加工力を下

げるためにアルミニウム系を素材として使用する。　　　　　　　　　　　

２．製品加工難度が大きいと焼きつき等を生じる。実験に支障を起こさない加工行程の限界を検討

する。　　　　　

３．持ち運びが簡単な装置でも実験を可能にして、出前授業などに使用できるようにする。　　　　　　

　　　　　　　

実験装置
　平成18年度の科研費では大小2つの実験装置を作成した。小型装置は分解組立や持ち運びとも

容易であるが、加工行程が短いため①②③の加工力線図の特性は顕著に現れない。大型装置では

加工力や加工行程は大きく、①②③の特性は顕著に現れた。しかし、焼付きが激しく工具に凝着し

た材料を除去することに長時間を要した。

　また、本校塑性加工実験室における研究では「歯形部品の低面圧精密冷間鍛造」を可能にする加

工法の開発を行ってきている。その成果はすでに学会で発表しているが、これらの研究はすべて型

構成の工夫の仕方にある。しかしこの型構成の工夫というものは理解が難しい。理解を早める工夫は

なるべく単純な構造、そして種々の実験ができることであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　これらの経験を踏まえ、今年度のパンチ径は18年度の中間、製品高さはパンチ径の２倍の装置と

した。小型装置ほどではないが、分解組立は容易で実験も加工行程も容易に調整できるようにした。

実験結果
１．①②の加工力は行程とともに最大値に到達、その後徐々に下がり文献と同様な特性を示した。し

かし、製品高さがパンチ径以上になると、焼付きのため加工力は上昇する。また、解析ソフトでは加

工力は下がらない。

２ ． 素 材 は 旋 削 加 工 で 表 面 も 粗 く 、 焼 付 き を 起 こ さ ず 実 験 で き る 製 品 高 さ は パ ン チ 径 ま で が 限 界 で

あった。

３．分解組立が容易で持運びも十分可能であるが、加工力は最大で１０００ｋN近く必要とすることが

難点である。

考察と今後の課題
　焼付きはサンドペーパで磨く程度で、素材にボンデ処理等を施せば十分に防止でき加工力も下が

る。また構想段階では、加工現場を考え、ダイと素材間に隙間を設けた。そのため、隙間を充満させ

るまでの行程と加工力は無駄となる。隙間のないH公差素材を使用すれば、各加工特性の違いが顕

著になると思える。これを実験で検証できれば、装置は小型になり加工力も小さくなる。少々現場向

きではないが、公開実験には有利である。

nakagawa
テキストボックス
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/pdf/200808-4.pdf

nakagawa
テキストボックス
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/pdf/g_kensyu.pdf

http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/pdf/g_kensyu.pdf
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/pdf/200808-4.pdf


12
13

平成２０年度東海･北陸地区国立高等専門学校技術職員技術長連絡会議

開催報告　　　　

増田　博代（H20　村越技術長　代理）

　平成20年8月25日・26日の両日、平成19年の石川

高専主管による第1回に次ぎ、沼津高専において9高

専10名の技術長・技術専門員の参加により開催した

第2回技術長連絡会議について報告する。　　　　

　一日目は13：30より本校柳下校長挨拶に始まり、

小林技術室長講演のあと、14：30から協議を行った。

各高専からの事前の提案に基づいた7件の協議題に

ついて二日間にわたり活発な意見交換が行われた。

技術職員の定員削減による業務の見直しや、組織化

に伴う執務室の運営方法、教育支援・技術支援のほ

かに公開講座・地域貢献・共同研究等新たに拡大す

る業務量について各高専の状況と今後の展望が討議

された。また技術長業務として勤務評定への関与や

職員の新規採用についての事例検

討など、技術長としての日ごろの

苦労を彷彿とさせる議題について

も討議・報告が行われた。　　　　

　一日目の夕刻からの懇親会では

柳下校長、小林技術室長、内山事務

部長、布施総務課長、本校技術職員

の面々の参加も得て、懇談が行わ

れた。東海北陸地区の技術長が一

堂に座す機会を得て、高専の技

術職員が各校でそれぞれに抱

える問題や現状、将来への希望

が和やかな雰囲気のうちに時

を忘れて語られ、大変有意義な

会となった。　　　　　　　　

　二日目の会議最終には本会議の運営方法、議題の取

りまとめ方法などについて前向きな意見が交わされ

た。また事前に回答を寄せられた8件の承合事項の確

認と各校の実情について意見交換を行って協議終了

となった。終了後には次期幹事校である福井高専の三

好技術長よりご挨拶を頂いた。　　　　　　　　　　

　会議終了後には、見学を希望された技術長の皆さん

を沼津高専内の各施設（実習工場・技術室・総合情報

センター・物理実験室・電気電子工学科実験室など）

へ案内し、各技術長が日頃携わっておられる業務につ

いての質問や学生への対応法など現場での話し合い

が持たれたことも有意義な一面であったと思われる。

初日は台風一過によるＪＲの遅延発生にもかかわら

ず遠路よりご参加頂いた技術長諸氏にはこの場をお

借りし御礼を申し上げます。

平成２１年度東海･北陸地区国立高等専門学校技術職員研修（本校主管）
参加報告

実習工場班　舩本和重
平成２１年８月５日～８月７日にかけて本校主

管による「東海北陸地区技術職員研修」を受講した
ので報告する。

３日間の研修内容は、日程表のとおりである。初
日は開講式、校長の特別講義に始まり、テーマに
沿った討議があり、懇親会には受講者１６名全員の
ほか本校技術職員も全員参加して交流が行われた。
２日目・３日目は、多分野にわたる講義、実習、企業

社長の現場に即した貴重な
お話もあって充実した研修
となった。

所感として、３班に分か
れての討議では「技術職員

が抱えている問題、その改

善への提案」のテーマにお

いて大変活発な意見が交わされ
たことは、それぞれの高専の技術
職員が抱える問題の共通点が多
いことを認識し、非常に関心が高
いと感じた。本校においても今現
在起きている、または近い将来起
こりうる問題もあり真摯に取り
組むことが出来た。また、「安全管
理の基本的考え方と手法について」、「発達障害の特
性を有する学生への対応と自己分析」の講義では、こ
れからの現場における対応を考えさせられる内容で
大変参考になった。討議内容をまとめ発表する機会を
いただくなど普段の職務にはない緊張感もあり、全て
の講義の内容を十分に吸収出来たとは言い切れない
が、今後の職務に生かせる実践的な内容ばかりで、大
変有意義な３日間を過ごすことが出来た。
　　　

8/5

(水)

8/6

（木）

8/7

（金）

講義１

「現場力を高める」

実習２

「So l i d  Worksを

用いた3D-CAD」

昼

食

昼

食

受

付

特別講義

「沼津高専における私の

教育と研究、そしてこれか

らの高専教育」

講義２

「安全管理の基本的考

え方と手法について」

講義４

「キャリアアップのため
の”技術士”資格取得
のすすめ」

校外研修

1.企業見学　（株）三島オリンパス

2.自然観察　柿田川湧水群

　　　　　　講義５

「発達障害の特性を有する

学生への対応と自己分析」

懇親会

開

講

式
討議

実習１

「簡易霧箱製作と環

境放射線の観察」

講義３

「知っておきたいセ

キュリティの常識」

総括

閉校式

日 程 表

柿 田 川 湧 水 群 に て

製 作 し た 霧 箱

平成20年度  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村越　文夫

「鍛造加工用解析ソフトを活用した金型設計の応用」

課題番号　20909023
背景
　本研究に先立ち、平成１８年度の奨励研究について簡単に実施内容を紹介する。

　塑性加工は大量生産に優れているが、使用する金型工具は高価である。それゆえ、実生産加工現

場では金型設計にパソコン用シミュレーションソフトを導入してコストの削減や納期短縮に努めてい

る。ソフトの上手な使用法を会得し、その解析結果を実験で検証していくことは経験の少ない技術者

や学生の金型設計能力の向上に有効と思われる。　　　　　　　　　　

　上記の目的を遂行するために、解析ソフトの事例にあわせたサイズで前方押出し、後方押出し、前

後方押出し加工の実験装置を製作し、本校専攻科の塑性加工実験にも使用してみた。解析と実験

を同時に実施することで学生には好評であったが、装置が小さいための限界も見られた。そこで、製

品形状寸法が2倍程度で、製品加工度の異なる製品を加工できる装置を再度設計しなおした。しか

しながら、サイズが大きくなった分、金型の製作コストは高くなる。それゆえ、実験装置本体のダイと

各加工法による加工力の影響に使用するパンチに絞り金型製作し実験を行った。長いパンチ行程の

効果は大きく、文献に見られる事例に近いデータを得ることができた。　　　　　　　　　　　　　

　本研究はこれを継続・発展させたものである。

研究目的
１．塑性加工でよく行われている押し出し加工において、

　①前方押出し　②後方押出し　③前後方押出し　

これらの原理や特性について、鍛造解析ソフトの結果と実験結果と比較検討する。また。加工力を下

げるためにアルミニウム系を素材として使用する。　　　　　　　　　　　

２．製品加工難度が大きいと焼きつき等を生じる。実験に支障を起こさない加工行程の限界を検討

する。　　　　　

３．持ち運びが簡単な装置でも実験を可能にして、出前授業などに使用できるようにする。　　　　　　

　　　　　　　

実験装置
　平成18年度の科研費では大小2つの実験装置を作成した。小型装置は分解組立や持ち運びとも

容易であるが、加工行程が短いため①②③の加工力線図の特性は顕著に現れない。大型装置では

加工力や加工行程は大きく、①②③の特性は顕著に現れた。しかし、焼付きが激しく工具に凝着し

た材料を除去することに長時間を要した。

　また、本校塑性加工実験室における研究では「歯形部品の低面圧精密冷間鍛造」を可能にする加

工法の開発を行ってきている。その成果はすでに学会で発表しているが、これらの研究はすべて型

構成の工夫の仕方にある。しかしこの型構成の工夫というものは理解が難しい。理解を早める工夫は

なるべく単純な構造、そして種々の実験ができることであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　これらの経験を踏まえ、今年度のパンチ径は18年度の中間、製品高さはパンチ径の２倍の装置と

した。小型装置ほどではないが、分解組立は容易で実験も加工行程も容易に調整できるようにした。

実験結果
１．①②の加工力は行程とともに最大値に到達、その後徐々に下がり文献と同様な特性を示した。し

かし、製品高さがパンチ径以上になると、焼付きのため加工力は上昇する。また、解析ソフトでは加

工力は下がらない。

２ ． 素 材 は 旋 削 加 工 で 表 面 も 粗 く 、 焼 付 き を 起 こ さ ず 実 験 で き る 製 品 高 さ は パ ン チ 径 ま で が 限 界 で

あった。

３．分解組立が容易で持運びも十分可能であるが、加工力は最大で１０００ｋN近く必要とすることが

難点である。

考察と今後の課題
　焼付きはサンドペーパで磨く程度で、素材にボンデ処理等を施せば十分に防止でき加工力も下が

る。また構想段階では、加工現場を考え、ダイと素材間に隙間を設けた。そのため、隙間を充満させ

るまでの行程と加工力は無駄となる。隙間のないH公差素材を使用すれば、各加工特性の違いが顕

著になると思える。これを実験で検証できれば、装置は小型になり加工力も小さくなる。少々現場向

きではないが、公開実験には有利である。



青少年のための科学の祭典 2008 静岡大会
2008年8月16日(土)　静岡科学館る・く・る

　「手作り分光器で虹を見よう」と題して平成18年
度より3回目となる当祭典への出展を紹介します。
対象は小学生以上で、紙筒と回折格子シートを用い
て簡単な工作を行うものです（図１)。　　　　　　
　黒紙に開けた穴に回折格子を貼って紙筒の一端に
巻き、もう片方に貼った黒紙には光入射孔を開けま
す。このとき、星型や多数の小孔、文字など思い思い
のデザインの穴を開けると、さまざまな形の虹が現
れて楽しめます。作成した分光器で蛍光灯・白熱電灯
などの光源を覗いてみると、虹に分解した光の帯が
多数現れて、万華鏡のようにみえます。一日の出展で
親子連れなど約150名の参加者が熱心に工作し、出
来上がった分光器を目に当てて美しい虹に歓声を上
げていました（図2）。　　　　　　　　　　　　　

技術室支援
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図Ⅰ　製作した簡易分光器

図2　製作風景

11

野菜やくだもので電気をおこしてみよう
2009年8月3日（月）　場所：電子制御工学科棟E4教室

　本講座では、地域の子供たちを対象に身近な野菜や
果物を使って発光ダイオードを光らせる、電子メロ
ディーを鳴らせるなどして、なぜ電源がなくても電気
がおきるのか体験してもらいます。子供たちの理科離
れやものづくり体験の不足が取り沙汰される昨今で
あるが、参加した小学生には科学（電気）に対する興
味・関心を深めてもらうことを目的としました。　　

技術室主催

平成20年度  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田　博代

「科学への興味を喚起し環境への意識を高める身の周りの低周波音の研究」

課題番号　20914009

平成21年度

「簡易測定器製作により科学への興味を喚起し環境への意識を高める低周波音の研究」

課題番号　21914009

　本校物理実験室では数年前より教員と筆者とで，実験を通して物理を楽しく学びながら自由な発想や創造性を

養うことを目的としたPBL方式の［物理自由実験］を開講している。その一テーマとして20年度に「低周波音の測

定」を開設し，21年度にも同テーマで科研費採択による研究を継続したので合わせて報告する。　　　

　実験，特に学生自身が考えた方法による実験を行うことで当該学年の学習分野である音波について学習内容

の定着を図り，加えて発生源が特定されにくいため「聴こえぬ公害」といわれる低周波音の存在を知り，高校生の

観点から環境問題への一考を促す実験内容となっている。授業ではまず，人の可聴音の下限とされる25Hz前後

の低周波音波について学内の身近な環境下での測定と解析を行った。20年度の研究方法および研究成果を以

下に記す。

　・３名1組の実験班を組み教科書を主体に周波数の違いによる音波の性質について学習し，知識を深めた上

で，学内で低周波音が発生しやすい地点を推定し，騒音計を用いて測定した。

　・室内で発信器から発生させた音波を耳に聴こえるレベルまで音圧を上げ身体的影響を調査した。また屋内廊

下での発信器からの音波や，野外の国道陸橋下での環境中の低周波音の，距離による減衰率を調べた。

　・手作り簡易測定器として木枠に障子紙を貼り低周波音の発生により膜面が振動する様子を観察した（学生命

名：低周波音キャッチャー）。この観察は「聞こえない音を可視化する」試みとして21年度に継続した。

研究成果

●実習工場で稼働中の油圧プレス機から25～50Hzの低周波音が発生する。周波数の高い音波より減衰率は小

さい。

●屋内廊下での実験や，野外の国道陸橋下での測定では，距離による減衰率は周波数に依存しない。低周波

音の減衰のしかたは暗騒音等，他に同時に発生する様々な音波の発生状況により変化する。

●室内での実験では40～50Hz以下で実験者全員が身体を揺さぶる感覚，不快感，頭痛などを覚えた。

●環境公害調査では個人の聴覚，感性により健康被害を訴える例があることを知った。

　21年度は，聴こえぬ音を可視化する試みに着眼し，手作り測定器の製作・改良を行った。ものづくり体験にもつ

ながる作業に学生たちは放課後も生き生きと取り組んだ。紙は湿度による影響や風による圧力変動があるなど不

確定な要素が多いことから，素材をプラスティックやアクリル板などに変えた。また定量的な結果を得るために，

ひずみゲージ(ゲージ長3mm）を用いて膜面の振動を電圧に変換しその振幅を測定した。出来るだけ身近な材

料を使用するという観点から，高専実験室内で日常的に使用するひずみゲージを用いた。一例として木枠Ａ（ア

クリル膜83cm×83cm）では40Hzのはっきりした共振点を確認した。

この時の振幅は24mV(P .P )，入力音圧レベルは108 .3dbであった。

また膜の面積が倍になれば固有振動数が低くなると仮定して，面積

を倍にした枠Ｂでは共振周波数は58Hz (P . P )となった。一連の実験

結果から，膜のサイズの変化が単純に振動数の変化に対応しないこ

と や ， 1 枚 の 木 枠 で は 決 ま っ た 共 振 点 し か 得 ら れ ず 汎 用 性 が な い こ

と，実験室の環境下では厳密な同条件のもとでの実験結果を得られ

ず，特にアクリル等の薄い面に適応するひずみゲージは僅かな条件

の差で波形が乱れ易いなどの問題点が出現した。そこで振動をより

強くキャッチしようという試みで学生たちとアルミ板キャッチャーを考

案した。これはアルミ板（30cm×40cm）を吊るした細いアルミ棒を音

源の近くで持ち，手に最もよく振動が伝わる地点で振幅を測定するも

のである。測定結果として、このアルミ板では35Hz , 5 0Hz ,  9 6Hzで

共振点が観測された（図１）。

　今後の展望として，学生考案の手軽で屋外でも測定可能な低周波キャッチャーを活用し，条件の異なる環境で

の発展的な実験を行い，実験のおもしろさにより音波の測定法から共振，回折といった物理現象への理解を深め

させていきたい。
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図１　アルミ板の共振点







自転車をこいで発電しよう
2008年8月8日（金）　場所：電子制御工学科棟3F実験室

　毎日の生活の中で多くの電気を使っていますが、電
気を発生させる発電の仕組みを磁石とコイルを使っ
た模型で学習し、さらに、身近な模型用モータや自転
車を使った発電システムで家庭用電気製品を動作さ
せます。電球やテレビを使うのにどのくらいのパワー
が必要なのか体力を使って体感し、省エネの大切さを
考えます。また、太陽電池からのエネルギーで水を電
気分解し、得られた水素と酸素からまた電気を発生さ
せる燃料電池についても触れてもらいます。
　最後にフェライト磁石とエナメル線を使って簡単
なモータを作ります。

技術室主催【科研費採択テーマ（秋元）】

【光通信に挑戦！】
2008年7月27日(日)　物理実験室(担当：教養科物理)

　最近の工業社会において欠かせない技術の一つ
である光通信の仕組みについて、9名の中学生の皆
さんに簡単なはんだ付け作業により回路を作成し、
楽しみながら理解してもらう講座を実施しました。
最初に糸電話の糸を光に置き換えた装置により仕
組みを理解したあと、各自で光通信の発信・受信回
路を製作した後、自作の回路を用いてラジカセなど
のミニプラグからの入出力により光通信実験を行
いました。はんだ付けが初めての経験となる参加者
も自作の装置で見事に音楽を鳴らすことが出来て
嬉しそうでした。終了後は、製作した回路を持ち
帰って家庭で実験したり、夏休みの自由研究課題の
テーマにするなど発展的な講座となりました。(図
1，2は当日配布したパンフレットの工作図)

技術室支援
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図１受信回路

図２発信回路

研究・発表紹介
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平成21年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田　龍一

「スパムメール対策の現状分析と今後の取り組み」

西日本地域高等専門学校技術職員特別研修会

　近年急増しているスパムメール対策として、本校ではスパムメールフィルタの専用サーバである Barracuda 

Network 社の Barracuda Spam Firewall 300 を導入し、2007 年 4 月からその運用を開始している。2009 年 7

月までのスパムフィルタリング処理の実績は表 1 の通りである。

　9 割以上のメールがスパム対策サーバによって拒否されており、外部から送信されてきたメールのうち通常

のメールは 4% にも満たない。次に、1 時間毎のメール統計は図 1 の通りである。

　早朝夜間問わず平均 1800 件のメールを処理している。これは、スパムメールが国内だけではなく海外から

も相当数送られてくるためである。このスパム対策サーバの導入に 86 万円、年間維持費が約 25 万円かかって

いる。スパム対策をフリーソフトで行なえれば維持費を節約できるが、十分な効果が得られるかどうか等につ

いては今後検討していく必要がある。

総受信件数

拒否

許可

25,201,398

24,335,044

866,354

96.56%

3.44%

表１　メール統計

図 1　１時間毎のメール統計（赤：スパム）



科研費

校長リーダーシップ経費（研究活動活性化経費）

中小企業人材育成事業 伊東市 IT 系技術相談事業

取得資格一覧（2010 年 2 月）

科研費申請及び採択課題・研究一覧

年　度

平成 15年度

平成 16年度

平成 17年度
平成 18年度

平成 19年度
平成 20年度

平成 21年度

平成 22年度

申請件数

2 件

3件

8件
6件

6件
8件

5件

5件

採択課題

学生実験の一環としての電磁波の空間・時間分布測定による環境
への影響の研究（増田）
ラジコン用エンジンを用いたコンパクト動作エンジン模型の制作
（佐藤）
高専物理実験並びに地域共同事業参加の一環としての、種々の環
境電磁波の研究（増田）

鍛造加工用解析ソフトを活用した金型設計能力の向上（村越）
小中学生のための教材用発電システムの製作（秋元）
小中学生のための教材用発電システムの製作Ⅱ（秋元）
鍛造加工用解析ソフトを活用した金型設計の応用（村越）
科学への興味を喚起し環境への意識を高める身の周りの低周波音
の研究（増田）
簡易測定器製作により科学への興味を喚起し環境への意識を高め
る低周波音の研究（増田）

採択金額

240,000 円

510,000 円

690,000 円

620,000 円
550,000 円
640,000 円
460,000 円
510,000 円

510,000 円

年　度　    申請件数　採択件数　　　　　　　　　採　　択　　課　　題　　　　　　　　　  　採択金額

平成 18年度
平成 19年度

3 件　 　  1 件
1 件　　　0 件

安全教育アニメーションの研究作成（中川） 242,000 円
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採択件数

1 件

2件

0件
2件

1件
2件

1件

未定

産  学  官  交  流

年　度

平成 20年度

内　容

金型の高能率・高精度加工実習
CAD/CAM技術の基礎と応用コース

年　度

平成 21年度

内　容

Webページ作成技術の習得
商品管理システムの開発

件数

4
1

取　　得　　資　　格
特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者
有機溶剤作業主任者
３級機械加工（普通旋盤作業）技能士
３級機械加工（マシニングセンタ作業）技能士
CAD利用技術者２級
プレス機械作業主任者
動力プレスの金型等取り扱い業務特別教育修了
特定粉じん作業に係る業務　特別教育修了
研削砥石取替等特別教育修了
ガス溶接技能講習修了
ガス溶接作業主任者
アーク溶接特別教育修了

取　　得　　資　　格
危険物取扱者乙種第 4類
危険物取扱者丙種
玉掛け技能講習修了
自動車整備士２級 ( ガソリン、ディーゼル）
２種情報処理技術者
基本情報技術者
パソコン能力検定３級
初級システムアドミニストレータ
教育 IT 活用能力試験２級
ソフトウェア開発技術者
図書館司書

人数（人）
1
2
1
1
1
1
3
4
6
4
1
3

人数（人）
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

技術室内部講習

　　　　　Visual BASIC の簡単な使い方
平成２０年 9 月 25 日

総合情報センター第 2 演習室
講師：青田広史、内野拓

参加者：１０名

　電気電子工学科 2 年生の学生実験で実施する内容をもとに、内部講習会を実施しました。講習会では、

Visual BASIC（VB）の基本的な使い方とプログラミングの触りの部分しか紹介できませんでしたが、VB は

敷居が低く、日常の業務にも生かすことができる可能性については感じていただけました。

　内容：Visual BASIC で何が出来るのか？

　　　　アプリケーション作成の流れ

　　　　サンプル「メッセージを表示する」「Sin(x) の値を計算する」「Sin カーブを描く」

技術室内部講習

　　　　　Solid Works による 3D-CAD 入門
平成２１年７月 2９日

制御情報工学実験棟２F 演習室
講師　機械工学科　永禮哲生助教

参加者 12 名

　今回の講習は、後日実施される東海北陸地区技術職員研修の模擬講習を兼ねて実施された。短い時間で

受けるには難しい内容であるが Solid Works を使用すれば短時間でそれなりのものが設計できるなどの

意見が参加者から得られた。また、シミュレーション機能をうまく使えば学生実験に有効的に活用できる。

　内容：CAD システムについての概略

　　　　設計製造支援技術

　　　　３D-CAD の特徴

　実習：チュートリアルを使用した３D-CAD 演習
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nakagawa
テキストボックス
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/kousyu7.html
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nakagawa
テキストボックス
http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/kousyu9.html

http://gijutsu.numazu-ct.ac.jp/kousyu9.html






平成 20 年度　支援一覧
教育支援

卒業研究

実習工場 5

Ｄ２プログラミング入門（後期）

1機械設計製図Ⅲ

実習工場 5

ＵＮＩＸ入門（前期）

1

機械工作実習Ⅰ

電子機械基礎実習（後期） 1

機械工作実習Ⅱ

機械工作実習Ⅲ

6 第一学年M・E・D・S・C情報処理基礎 1

機械工学概論(Ｅ・Ｃ科)

6

物質工学入門

物理・化学系

16

分析化学実験

物理・化学系

2

電子制御工学実験Ⅱ 8

無機化学実験

物理・化学系

1

工作実習(Ｓ)

6

微生物学実験

物理・化学系

1

機械工学実験Ⅰ 3

有機化学実験

物理・化学系

1

機械工学実験Ⅱ

機械系

生化学実験

物理・化学系

1

メカトロニクス演習Ⅰ

機械系 1

物理化学実験

物理・化学系

1

メカトロニクス演習Ⅱ

機械系

1

材料化学実験Ⅰ

物理・化学系

1

メカトロニクス演習Ⅲ

機械系 1

生物工学実験Ⅰ

物理・化学系

1

材料化学実験Ⅱ

物理・化学系

1

創造設計

機械系 1

生物工学実験Ⅱ

物理・化学系

1

機械系 1

化学工学実験

物理・化学系

2

専攻科実験 機械系 1

化学実験Ⅰ（１年）

物理・化学系 1

E1電気電子工学実験 2

化学実験Ⅱ（Ｃ）

物理・化学系

1E2電気電子工学実験 3

化学実験Ⅱ（Ｍ，Ｅ，Ｄ，Ｓ）

物理・化学系

1E3電気電子工学実験 2

化学実験Ⅲ（Ｃ）

物理・化学系

1E4電気電子工学実験 2 2年物理実験 物理・化学系

1

2

4年応用物理実験

物理・化学系

1

E5電気電子工学実験 2

1年物理実験

物理・化学系

1

電子制御工学実験Ⅰ 2

Ｄ４学生実験（光の速度測定）

物理・化学系

1電子制御工学実験Ⅲ

実習工場･機械系

実習工場･機械系

実習工場･機械系

実習工場･機械系

工場･機械・電子系

実習工場･機械系

実習工場･機械系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

公開講座

技術室 15

3

出前授業

技術室 鉛フリーハンダごてセットの管理

電子制御工学科情報処理演習室の管理

15

2

5

5

MM教室管理補助

1

ロボコン、高専祭等における学生の課外活動援助

5

図書館IT関係業務

1

5

教育用電子計算機システム管理

2

工作室で使用する工具や工作機械の講習

実習工場 5

1

実習工場 2

専情委事務局業務

1

13

機械工学科E-learning教育の支援（TOEIC関係）

機械系 1

専攻科実験（ソフトの保守管理） 1

物理・化学系 11

物理・化学系

e-Learningシステム管理 2

2

公開講座･出前授業用工具セットのメンテナンス及び管理

機械工学科e-Learning教育の支援(実習工場教育関係)

中小企業人材育成事業「金型の高能率･高精度加工実習」

中小企業人材育成事業「CAD/CAM技術の基礎と応用ｺｰｽ」 実習工場･機械系

機械工学科の情報処理に関する管理・保守

機械系

機械系/電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

シンクライアントシステム整備

制御情報工学科内のネットワーク管理及びホームページの管理

技術支援

実習工場依頼加工件数　50 件

4 21

Ｄ３Ｃ言語基礎演習（前期）

1

6

2

技術室

ハードディスクの粉砕

15

実習工場

実習工場

機械実習工場の管理・運営・保守

実習工場

実習工場

動物実験委員会委員

実験器具の準備、操作、試薬作成等技術的支援

校内LAN管理

事務権ネットワークシステムの管理

英語自主学習Web教材のためのMoodleサーバの新規導入

電気･電子･情報系

各学科共通支援業務

機械系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

電気･電子･情報系

1

3

2

留学生及び編入生の夏季補講

卒業研究（Ｍ）

工学実験（Ｓ）

工学実験（Ｄ）

実習工場

実習工場 2

5

2

1

制御情報工学プログラミング演習

ＳＣＳ先端技術特論ほか 5

電気･電子･情報系

物理・化学系

技術室 15

Solid　Works による
二軸歯車減速機モデリング

設 備 更 新 報 告

実習工場設備更新及び新規導入
　設備更新の予算により、円筒研削盤・油圧プレス・シャーリングマ
シン・ワイヤーカット放電加工機が更新され、老朽化が著しかった機
械は２年前の更新を含めると大部分が新しくなりました。また先端設
備としてレーザー加工機が導入されました。今後これらの機械は、さ
まざまな加工および実習教育に利用されます。

総合情報センター設備更新

平成 22 年 3 月に教育用電子計算機システムの更新が行われました。従来、総合情報センター演習室の PC のみが更新の
範囲でしたが、今回のシステムより、制御情報工学科演習室及び電子制御工学科演習室も範囲に含め、計 163 台の PC の
更新が行われました。
搭載される OS は Windows7 と Ubuntu の Dual Boot で、Windows が Clonzilla というフリーのツールによる管理、Ubuntu
が OS イメージを一元管理したネットブート方式による管理と導入及び管理コストをおさえたシステムとなっています。

更新内容
円筒研削盤
油圧プレス
油圧ギャップシャー
ワイヤーカット放電加工機

新規設備
レーザー加工機

OGM250UDXB（岡本）
C形プレス 100ｋN（幸伸技研）
HSS1245（東洋工機）
AG400L-E（ソディック）

Quattro（AMADA）

第一演習室 第二演習室

油圧プレス ワイヤカット放電加工機

円筒研削盤

レーザー加工機

油圧ギャップシャー

支援人数

（人）
支 援 内  容 支 援  班

支 援 内 容 支 援 班
支援人数

（人）
支 援 内 容 支 援 班

支援人数

（人）

支援人数

（人）
支 援 内  容 支 援  班
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技術長　増　田　博　代
　沼津高専技術室が発足して 5 年目を

迎えようという節目に、技術室報告第

3 巻を皆様にお届けできますことに深

い感慨を覚えております。技術室が発

足した平成 18 年に創刊号、翌年に第

2 号を刊行する際、若い人たちの間で

沼津高専らしさを盛り込んだ報告集を

作っていきたいという思いが語られました。沼津高専らし

さとは中身ばかりでなく表紙やイラストなど全て技術職員

の手作りによる編集であること、出来るだけ無駄を省き、

冊子は薄くただし中身は濃く 2 年間の技術室の活動を

ギュッとしぼった内容で、との方針から発行は隔年とし印

刷まで全て自分たちの手で行うことになりました。沼津高

技術室報告第 3 巻発行にあたって

連携ワークショップ」における支援も続けて行い、高い評

価を戴きました。今後も講習会や研修会の開催および積極

的な参加の機会を増やして他機関との情報交換を密にでき

ることを望んでいます。

　報告書は隔年の発刊で、2 年間に渡る支援業務や活動の

報告、科学研究費等による研究成果、各種研修会への参加

状況等を広報担当者が中心となってまとめました。

　この 2 年間で技術室長および技術長が交代し、さらに

昨年度にはベテランの村越文夫氏（勤務年数 42 年）、河

野厚志氏（勤務年数 23 年）が退職され、また、今年度末

には雨宮博氏（勤務年数 40 年）が退職されます。一方、

永山洋一氏と桶田真司氏の企業経験者 2 名の新人職員が

着任され、今年度から新たな体制で運営しております。近

年では運営費交付金および定員の削減やベテラン職員の定

年退職等により厳しい状況ではありますが、柳下校長をは

じめ、奥野事務部長、技術室運営委員会委員、教職員の皆

様にご支援・ご協力を戴き、円滑に運営されておりますこ

とを深く感謝致します。

　また、これからは地域連携の仕事等も増えることを勘案

すると、技術職員も幅広い知識を持って技術・技能に関す

る専門性を高めることが要求されるでしょう。グローバル

な視点でデフレの現状を考えるとき「唯、一つの分野でも

よい。世界の誰もが追従できないナンバーワンの技術開発

国日本を取り戻したい」という佐藤隆三氏（ニューヨーク

大名誉教授）の願いが、私ども技術の一端を担う組織の一

員にもひしひしと伝わってきます。今後も技術室として自

己研鑽を続けて参りたいと思いますのでご支援の程、宜し

くお願い申し上げます。

専技術室のカラーとして生き生きとした成長の色、みどり

色が毎号の表紙を飾っています。

　この 2 年の間には初代の技術室長と 2 名の技術長の交

代があり、平成 21 年 4 月には西田技術室長と私とが同時

に就任いたしました。20 年度には本校において東海北陸

地区技術長連絡会議開催、21 年度には東海北陸地区技術

職員研修開催という二つの主管を無事に実施致しました。

本校を取り巻く環境も年々変化し高等教育機関としての高

専の位置付けを確固とすべく教育のみならずさまざまな事

業が実施・展開されておりますが、技術室からも地域再生

人材育成事業や静岡県東部テクノフォーラム、産学連携

ワークショップ等にも支援を行い、技術の面で大きく寄与

を果たしている自負があります。こうした技術室のエネル

ギーを生み出すために、技術職員個々のまた相互のたゆま

ぬ技術研鑽はいうまでもありませんが、今後とも教員・事

務部とのつよい連携を保ち、技術室のより良い在り方を皆

で模索して行ければと考えています。

　サラリーマン世代の心の病が急増している現代におい

て、誰もが真に健康な職業生活を送ることは容易ではない

と憂えておりますが、定員削減に伴う業務量の拡大等、技

術職員の環境も大変厳しいのは事実です。そうした中で私

の役割といえるひとつに、技術室のメンバーを微力ながら

さまざまなストレスから守り支えることがあるのでは、と

昨今思うようになりました。時には女性の技術長のせいか

先走ったりし、周囲の皆様にはご迷惑をおかけするばかり

ですが、我侭を言い無理を聞いていただき、むしろ楽しく

１年間を務めさせて頂いて大変有難く思っています。そん

な時、自分はひとりで仕事をしているのではないといつも

感じます。必ず周りの誰かと関わり、話し合い、助け、助

けられたときに生まれる満足感や達成感はかけがえがない

ものと実感しています。技術室のメンバーそれぞれが自由

に個性を伸ばし十二分に能力を発揮し、高専のために学生

のためにそして自分自身のために素晴らしい明日への予感

を持てることが、この報告集のコンセプトである「みんな

の手で造る」技術室の未来に繋がるのではないでしょうか。

　最後になりましたが、沼津高専技術室に関与されるすべ

ての皆様からの温かいご意見を心よりお待ちしておりま

す。そして今後とも変らぬご支援ご協力をどうぞよろしく

お願いいたします。
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232

校長　柳　下　福　蔵
　平成１８年４月に技術室が発足し
て５年目を迎えようとしています。
発足以来、技術職員の皆様の教育研
究等の業務に対する変わらぬご支援
により、実験・実習・演習を重視す
る高専教育が順調に充実して実践さ
れておりますことに敬意を表したい
と思います。
　技術室長が平成２１年４月に、初

代・小林隆志教授（機械工学科）から西田友久教授（機械
工学科）に、技術長が秋元正樹技術職員から増田博代技術
職員に交代しましたが、技術室の運営は、各学科、教育・
研究施設を「縦糸」と表現すると、それらを結びつけて織
り上げている「横糸」の機能を十分に果たしていると言え
ます。技術室の皆さんの日々の努力が学校全体を有機的に
機能させています。
　平成２１年度は７月に学界・教育界・産業界・教育後援会・
同窓会の外部諮問委員により構成された本校の運営諮問会
議の諮問を受けて、高専機構の第二期中期目標・中期計画
に基づく本校の第二期中期計画・平成２１年度年度計画を
策定し、１０月には、日本技術者教育認定機構 (JABEE) の
継続認定審査を受診しました。
　いずれの会議・審査においても本校の教育・研究活動に
は概ね高い評価が示されました。特に、全学科の学生に対
する機械実習工場における実習教育、ＰＢＬ方式による実
験実習、地域社会に対する公開講座や出前授業の実施など
には高い評価が与えられていますが、これらは技術室のみ
なさんの支援なくしては成り立たないものばかりです。
　また、今年度は、文部科学省科学技術振興調整費・地域
再生人材創出拠点の形成に「富士山麓医用機器開発エンジ
ニア養成プログラム」が採択されました。静岡県が策定し
た医用機器産業の育成による県東部地域の再生計画に中小
企業の人材育成の面から５年間継続的に協力することにな
りますが、本事業の効果的な実施に当たっては、技術室の
皆さんのご理解とご支援が不可欠と考えられます。みなさ
んのご協力よろしくお願いいたします。
　少子化による１５歳人口の減少、小中学生の理工系離れ
の流れの中で、沼津高専は中学生から選択される魅力的な
学校へと進化していくことが求められています。一方で、
技術相談や共同研究などを通して地域や産業界との連携が
活発に進められ、地域に密着した開かれた高専という評価
が定着しつつあると思います。このような状況の中で、技
術室そして技術職員一人ひとりが果たす役割に対する期待
はますます高まってきています。設置者からは定員削減や
業務の効率化が求められており、将来的には厳しい面があ
ることは否めませんが、技術室のみなさんにおかれまして
は一層の技術力向上を目指して研鑽され、引き続き本校の

技術室報告第 3 号に寄せて 教育・研究の発展に貢献されますことを期待しています。
　最後に、関係の方々の沼津高専技術室への変わらぬご支
援とご協力をお願いして、技術室報告第３号のごあいさつ
といたします。

ご挨拶
技術室長　西　田 　友　久

　この度、技術室長を仰せつかった
機械工学科の西田です。
　本校に技術室が開設されて 4 年が
経過しようとしています。本組織は
学校長直属で技術室長、技術長、各
班（実習工場班、機械系班、電気・電子・
情報系班、物理・化学系班）の班長

および班員の計 16 名（含：再雇用職員 1 名）のスタッフ
で構成されています。技術室の主な仕事は①ものづくり教
育（学生の実験・実習・演習・卒業研究と各種コンテスト）
への支援、②地域連携や公開講座等による地域社会への支
援・貢献、③教育・研究に対するインフラ構築および学校
行事への支援の 3 つであり、そして、私の業務は「これ
らの仕事を円滑に行うことと、技術職員のよりよい職場環
境を作ること」と思っております。
　私は沼津高専の卒業生で、私が１年生であった三十数年
前、初めての機械実習に「鍛造による小刀の製作」があり
ました。誰もが汗だくになり、鋼の温度を色で見分けなが
ら瞬時に叩き続け、ようやく素材を小刀の形に変形させる
ことができて大いに感激したものでした。ところがその後
で、技官（現：技術職員）さんが顔色も変えずにハンマー
をリズミカルに操作して、我々の 4 分の 1 程度の短時間
で作り、我々とは比較にならないほどの切れ味の鋭い製品
を目の当たりにして、熟練された方々の “技” に感動した
ことを今でも明確に覚えております。まさしく “鉄は熱い
うちに打て” のことわざを体得し、技術職員は学生のモチ
ベーションを向上させるために重要な役割を果たしている
ことを実感しました。
　今年度の技術室の大きな行事として、平成 21 年度東海
北陸地区技術職員研修が本校主催で開催され、９つの高専
から 16 名の技術職員の参加を戴きました。本校校長の特
別講義を皮切りに 1 時間半に渡る討論会や、本校 1 期卒
業生（車関連会社社長）による『現場力を高める』という
題名の講演、本校教員による実習と講義、医療関連企業へ
の工場見学等々、3 日間の研修に励んで戴きました。研修
終了後のアンケートによると「他高専の現状や問題点およ
び解決策等の情報交換ができ、とても良かった」「高専で
経験したことが直接現場で役立っていることがわかった」
「現場の大切さを理解できた」などの意見があり、本研修
会は有意義であったことが窺えます。さらに、昨年 12 月
には「第 4 回静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専」
および「第２回高専における設計教育高度化のための産学

連携ワークショップ」における支援も続けて行い、高い評
価を戴きました。今後も講習会や研修会の開催および積極
的な参加の機会を増やして他機関との情報交換を密にでき
ることを望んでいます。
報告書は隔年の発刊で、2 年間に渡る支援業務や活動の報
告、科学研究費等による研究成果、各種研修会への参加状
況等を広報担当者が中心となってまとめました。
この 2 年間で技術室長および技術長が交代し、さらに昨
年度にはベテランの村越文夫氏（勤務年数 42 年）、河野
厚志氏（勤務年数 23 年）が退職され、また、今年度末に
は雨宮博氏（勤務年数 40 年）が退職されます。一方、永
山洋一氏と桶田真司氏の企業経験者 2 名の新人職員が着
任され、今年度から新たな体制で運営しております。近年
では運営費交付金および定員の削減やベテラン職員の定年
退職等により厳しい状況ではありますが、柳下校長をはじ
め、奥野事務部長、技術室運営委員会委員、教職員の皆様
にご支援・ご協力を戴き、円滑に運営されておりますこと
を深く感謝致します。
また、これからは地域連携の仕事等も増えることを勘案す
ると、技術職員も幅広い知識を持って技術・技能に関する
専門性を高めることが要求されるでしょう。グローバルな
視点でデフレの現状を考えるとき「唯、一つの分野でもよ
い。世界の誰もが追従できないナンバーワンの技術開発国
日本を取り戻したい」という佐藤隆三氏（ニューヨーク大
名誉教授）の願いが、私ども技術の一端を担う組織の一員
にもひしひしと伝わってきます。今後も技術室として自己
研鑽を続けて参りたいと思いますのでご支援の程、宜しく
お願い申し上げます。

編集後記

　Vol.3 より技術室報告集は隔年の発刊となりました。これは決して技術室の活動が減り、報告することが減少
したからではございません。逆にこの 2年の間には、県東部テクノフォーラムや産学連携ワークショップ等イ
ベントの支援や年々増加する学科及び事務部からの支援申請に数限りあるスタッフで如何に対応するか苦心す
る毎日でした。そのような状況もあり、多大な労力を要する報告集の刊行を隔年にさせていただいた次第です。
　その分、この報告集には我々技術室の2年分の成果がぎっしり詰まっております。また、表紙デザインから編集、
製本まですべて技術職員の手作り、我々の” 技術” が詰まった１冊となっております。是非、ご高覧いただけれ
ば幸いです。
　最後に、技術室報告集Vol.3 の発刊にあたり、様々な面でご尽力いただきました関係各位に厚くお礼申し上げ
ます。

【編集担当：青田　広史】

各 担 当 係 か ら

会計担当
物理・化学系班　鈴木　猛
　技術室の会計は昨年度までは担当者が購入希望の受付、発注、納品確認及び予算管理をすべて行っていた
が、今年度より自己研鑽費の発注業務を班単位とし、担当者は各班長からの報告を受け予算管理を行うこと
とした。これにより担当者の負担軽減と発注業務の円滑化が図られ業務効率が向上したと感じている。
　来年度は、技術室主催の公開講座への支出を充実させていきたいと考えている。また、出張費に関しては、
技術職員のスキルアップのために一年を通して計画的な執行ができるよう努力していきたい。

広報担当　
電気・電子・情報系班　青田　広史
　広報担当は、技術室 Web ページの管理、報告集の編集、公開講座・内部講習会の企画、準備、運営等を担
当しています。技術室は学校の“縁の下の力持ち”的存在でなかなかその活動が表に現れてこない部分もあ
りますが、そこに光を当てて、技術室活動を学校内外にアピールしていけたらと考えています。
　技術室 Web 管理担当：中川・原田
　公開講座担当：原田・青田
　内部講習担当：内野・桶田
　報告集担当：全員

総務担当
物理化学系班  雨宮　博
　今年からスタートした総務についてどのような事をやっているか少し述べます。 主な仕事は技術室会議の始まる前
にノートパソコンとプロジェクターを用意して技術室の Web を立ち上げておきます。 会議の終わった後は、 議事録を
作成します。 また、 総務委員会の議事録をＰＤＦ ファイルに変換したり、 技術室に備品、 消耗品が必要なときは会
計に注文をします。 以上を舩本、 中村、 永山、 雨宮で行いました。
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